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日本企業のドットコム化を加速する
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自社のビジネスをインターネットにシフト

する、いわゆる「ドットコム化」を目指す企

業が増えるにつれ、こうした企業を支援する

サービスも格段に増えている。サーバーのホ

スティングをはじめとして、販売や決済とい

ったシステムを提供するアプリケーションサ

ービスも充実してきており、企業はこれらの

サービスを組み合わせていけば、現在のビジ

ネスをインターネット上で展開していくのも

難しいことではない。

こうした状況のなか、サン・マイクロシス

テムズでは1999年11月より「Sun Startup

Essentials」と呼ばれるプログラムを実施し

ている。このプログラムは、特にこれからイ

ンターネットでビジネスを展開しようとする

「スタートアップ企業」を支援するもので、サ

ンはサーバー製品やソフトウェアを特別価格

でスタートアップ企業に提供する。これによ

り、スタートアップ企業はサービス開始時の

コストが抑えられるため、早期にビジネスと

して収益が上げられるようになる。一方、サ

ンにとっては当初はディスカウントであって

も、長期的にはこうした企業が優良な顧客と

なることを見越したプログラムである。

スタートアップ企業に
必要な環境をすべて提供
サンでは昨年の3月より、企業のドットコ

ム化を支援する「iForceイニシアチブ」を開

始している。iForceイニチアチブは、製品、

アプリケーション、ソリューションといった

さまざまなサービスを、サンとそのパートナ

ー企業によって提供するプログラムだ。

このiForceイニチアチブのプログラムの一

環として今年の1月23日から開始されたの

が、スタートアップ企業を対象としたさらに

強力な支援プログラム「 Sun Startup

Accelerator」だ。このプログラムは、サンが

データセンターと共同でスタートアップ企業

に格安の料金でサーバーまたはホスティング

サービスを提供するものだ。データセンター

には、サンがサーバーを18か月間無償で提供

する。データセンター側では、ベンチャーキャ

以下の条件を原則としてすべて満たしていること

・法人設立後4年以内

・従業員75人以下

・原則として資本金1億円以上

・IPO（株式公開）前であること

・主たる製品、サービスの提供手段がインターネットを用いること

・当プログラムによる開発期間を最大6か月とし、その後の開発および本稼動も
SPARC/Solarisプラットフォームで行うこと

・ウェブサイトに「Powered by Sun」のロゴを掲示すること

・iDCは製品、サービスの提供開始後、90日以内に1つ以上のカスタマーリフ
ァレンスを提供すること

・スタートアップ企業はサンおよびiDCから求められた場合、共同プレスリリース
や共同マーケティング、共同ブランディングに参加すること

Sun Startup Acceleratorのプログラム対象条件
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始動！

新興企業から大企業までをターゲットとしたビジネスのドットコム化を支援する

「iForceイニシアチブ」。その多彩なメニューのなかで、iDC内に設置されたサーバー

を自由に活用できる「Sun Startup Accelerator」プログラムが、米国に引き続き

日本でも開始された。ここではその概要を紹介する。 編集部
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ピタルやインキュベーターといった起業家を

支援するパートナーとアライアンスを組んで、

このプログラムに参加する企業を募集する。

プログラムに応募した企業はアライアンス

企業による審査を受けたうえで、半年間サー

バーとホスティングサービスなどを格安で利

用できる。料金はデータセンターによって異

なるが、なかには無償のところもある。

このプログラムには、エクソダスやアバヴ

ネット、UUNetといった多くのデータセンタ

ーが参加しており、プログラム全体としては

20社分の枠が用意されている。参加したい

企業は、サンのホームページからオンライン

で申し込めるようになっている。

高機能サーバーと試用環境で
ビジネスの早期立ち上げを支援
Sun Startup Acceleratorでは、スタートア

ップ企業には「pod」と呼ばれるサーバーシ

ステムが提供される（右図参照）。スタート

アップ企業にとってはかなりのハイスペック

にも感じられるが、逆に言えばこのぐらいの

サーバーを必要とするだけの企業を募集して

いるということだろう。

また、東京都用賀のサン本社に用意された

「iForce Ready Center」と呼ばれる施設で

各種のアプリケーションがインストールされ

たサーバーが無償で使えるようになっている。

これは、システム開発を短期間で完了するた

めである。プログラム期間が半年間となって

いるのも、その間に確固としたビジネスを立

ち上げられるように、こうした支援策が用意

されているからこそである。

このプログラムは、スタートアップ企業に

とってはまたとない機会だ。あなたが資金や

サーバー資源などの面であきらめているアイ

デアを持っているのなら、まずはサンのペー

ジを覗いてみよう。チャンスはそこに転がっ

ているはずだ。

www.sun.co.jp/dot-com/iforce/

「pod」のシステム、ソフトウェアのスペック
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Sun Startup Acceleratorのアライアンス

ユーザーとなるスタートアップ企業は、
iDC、VC（ベンチャーキャピタル）、ビ
ジネスインキュベーター、サンなどの推
薦を経て、サンとサービスプロバイダー
（iDC）の合意のもとに選別される サンから提供されるサーバーシステム

「pod」

440MHz,512MB,18.2GB

440MHz,512MB,18.2GB

2×450MHz/4MB,4×256MB Memory,2×18GB（10k）

2×450MHz/4MB,4×256MB Memory,2×18GB（10k）

D1000 4×18GB（10,000rpm）

2×450MHz/4MB,4×256MB Memory,2×18GB（10k）

2×450MHz/4MB,4×256MB Memory,2×18GB（10k）

D1000 4×18GB（10,000rpm）

・Sun Enterprise Servers

・Sun StorEdge

・Solaris 8 operating environment

・SunCluster software

・Sun 開発ツール（Java 2 Enterprise Edition,FORTEほか）

・iPlanet ソフトウェア開発ライセンス

・Oracle8i データベース開発ライセンス

Netra T1

Netra T1

E220R

E220R

D1000 Storage

D1000 Storage

E220R

E220R

ウェブサーバー

アプリケーションサーバー

データベースサーバー
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